
 

 

 

 

 
 

夏休みの前に   どんなことを確認しますか（一例ですが） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○夏休み後、提出物指導に注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 夏休みの提出物指導の留意点 
  宿題･提出物が非常に多く、夏休みの終わりにためてしまう生徒も多い。 
  学習の苦手な生徒には、学級の提出物は迫っても、教科の提出物には無理をさせすぎない 
配慮も必要。（夏休み後の不登校の原因第３位は提出物が出せないことです） 

教育目標 「豊かな人間性の育成」 
◎ 集団生活における責任感と自主性を養う 
◎ 健康な心身の育成と勤労の喜びを培う 
◎ 基礎学力の充実を図り深く考える姿勢を育てる 

社会性の学び 知的な学び 心と体の学び 

自他の尊重 

地域貢献 

主体的な学び 

学習の定着 
心身の健康 

学習指導 

下位層：学習習慣確立 

（底上げ） 

上位層：自ら工夫して学習 

（探究型学習） 

※ 宿題の出し方に工夫を 

生活指導 

生活リズム：早寝早起き 

生活習慣：ゲームやネット 

非行行為：繁華街･深夜徘徊 

被害防止：性犯罪･不審者 

※ 自分を大切にする視点で 

健康･安全指導 

睡眠：十分な睡眠時間の確保 

食生活：バランスよく 

けが防止：十分な準備運動 

健康管理：水分･熱中症対策 

※ 自分の力で健康管理を 

その他 

読書･校外での活動 

人間関係 

部活動 

２学期の行事の意識付け ほか 

※ 自分を広げる意識を 

アプローチの基本は･･･（担任も副担任も）将来を見据えた指導！ 
○ 指導の原則は･･･“成績に関係なく、提出物は出す” 
  「提出物（宿題）の期限を守って提出するのは、社会に出れば当たり前のこと」 
○ もし、どうしても成績のことを付け加えたければ、この指導に続けて･･･ 
  「それに、成績にも響くしね」 

将来を見据えたアプローチ 
○ 社会人なら、期限を守って提出物を出
すのは当たり前 
 当たり前のことをきちんとしなさい 

提 出 物 

成績でアプローチ 
○ 提出物を出さないと成績が下がる 

この指導を言い過ぎると 
○ 成績に関係ないなら提出物は出さな
い状況につながる（これ成績に関係あ
る？と、生徒が聞き始める･･･最悪！） 

令和４年 ７月１８日 

       校長 大坂 崇 


